
聖書
せいしょ

研
けん

究
きゅう

ガイドのポイント           アドベンチスト聴
ちょう

覚
かく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「教
きょう

育
いく

―天国
てんごく

に備
そな

える教
きょう

育
いく

」     

      

第
だい

１
じゅう

２
に

課
か

  安息
あんそく

日
にち

―神
かみ

のご品性
ひんせい

を体験
たいけん

し、生
い

きる 

森
もり

田
た

栄作
えいさく

 

 

１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

ユダヤ教
きょう

の専門
せんもん

情報
じょうほう

「ミルトス」というネットのサイトがありますが、こちらに「安息
あんそく

日
にち

」に

ついて、このように書
か

かれていました。「安息
あんそく

日
にち

がなければユダヤ教
きょう

も存続
そんぞく

せず、ユダヤ人
じん

の歴
れき

史
し

も消
しょう

滅
めつ

していたことでしょう。ユダヤの格言
かくげん

に、『安息
あんそく

日
にち

がイスラエルを守
まも

った』とあります。」 

また、安息
あんそく

日
にち

は私
わたし

たちをキリストのように生
い

きるために教
きょう

育
いく

し成
せい

長
ちょう

させてもらえる日
ひ

でもあり

ます。 

 

２
に

．日
にち

曜
よう

日
び

：驚
おどろ

くための時
とき

 

創世
そうせい

記
き

1
いっ

章
しょう

と2
に

章
しょう

は似
に

たようなことが書
か

かれていますが、その違
ちが

いとして、2
に

章
しょう

は、最
さい

初
しょ

の人間
にんげん

アダムが創造
そうぞう

されたことが詳
くわ

しく書
か

かれており、神様
かみさま

と人間
にんげん

との深
ふか

い絆
きずな

で結
むす

ばれ、神様
かみさま

ご自
じ

身
しん

が

人
ひと

と交
まじ

わることを強
つよ

く望
のぞ

んでおられたことがわかるのではないでしょうか。そして、アダムとエバ

が創造
そうぞう

された次
つぎ

の日
ひ

は、素
す

晴
ば

らしい安息
あんそく

日
にち

でした。一日
いちにち

中
じゅう

神様
かみさま

との交
まじ

わることから人生
じんせい

がスター

トされたのです。神様
かみさま

が造
つく

られた美
うつく

しい自
し

然
ぜん

を初
はじ

めて見
み

る経験
けいけん

は大変
たいへん

驚
おどろ

くことばかりだったと思
おも

います。そして、多
おお

くのことを神様
かみさま

から教
おし

えてもらい、また学
まな

ぶことが多
おお

くあったと思
おも

います。で

すから安息
あんそく

日
にち

は教育
きょういく

の日
ひ

でもありました。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：再発見
さいはっけん

のための時
とき

 

モーセの時
じ

代
だい

、イスラエル人
じん

はエジプトの地
ち

で長
なが

い間
あいだ

、奴
ど

隷
れい

の生活
せいかつ

をしていました。安息
あんそく

日
にち

を

守
まも

ることや本当
ほんとう

の礼拝
れいはい

のあり方
かた

をほとんど忘
わす

れていたようです。神様
かみさま

はイスラエル人
じん

を奇
き

跡
せき

的
てき

な

方法
ほうほう

で奴
ど

隷
れい

から解放
かいほう

し、荒
あら

野
の

へ旅
たび

をさせ、安息
あんそく

日
にち

を覚
おぼ

えること、正
ただ

しい礼拝
れいはい

の方法
ほうほう

を再発見
さいはっけん

させた

のです。荒
あら

野
の

では毎朝
まいあさ

、天
てん

から降
ふ

ってきた食
た

べ物
もの

マナを集
あつ

めていましたが、安息
あんそく

日
にち

は全
まった

く降
ふ

って

きませんでした。それは安息
あんそく

日
にち

には仕
し

事
ごと

をしないように前日
ぜんじつ

の金曜
きんよう

日
び

には2
に

倍
ばい

のマナを集
あつ

め、仕
し

事
ごと

を休
やす

んで神様
かみさま

とだけ交
まじ

わるように指示
し じ

されました。私
わたし

たち日本
に ほ ん

人
じん

の感覚
かんかく

では毎
まい

週
しゅう

ちょっとしたお

正
しょう

月
がつ

が来
く

るというようなわくわくした感覚
かんかく

でしょうか。 

 



 

４
よん

．火曜日
か よ う び

：優先
ゆうせん

順
じゅん

位
い

を学
まな

ぶための時
とき

 

安息
あんそく

日
にち

が「喜
よろこ

びの日
ひ

」「尊
とうと

ぶべき日
ひ

」となっているでしょうか？ もし安息
あんそく

日
にち

の礼拝
れいはい

が形式
けいしき

化
か

し、神様
かみさま

の愛
あい

に感動
かんどう

し、献
けん

身
しん

の思
おも

いを堅
かた

くしていかなければ、安息
あんそく

日
にち

の礼拝
れいはい

の焦
しょう

点
てん

が自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を

高
たか

めることに集
しゅう

中
ちゅう

しているので、全
まった

くの優先
ゆうせん

順
じゅん

位
い

が逆
ぎゃく

になっています。安息
あんそく

日
にち

はキリストの

ご品性
ひんせい

とキリストの働
はたら

きの目
もく

的
てき

を学
まな

び、貧
まず

しい人
ひと

々
びと

や病
やまい

の方
かた

々
がた

や悲
かな

しんでいる人
ひと

に助
たす

けの手
て

を差
さ

し伸
の

べる特別
とくべつ

な日
ひ

なのです。自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

をただ満足
まんぞく

させる日
ひ

ではないということです。 

イザヤ書
しょ

 5 8
ごじゅうはち

 章
しょう

のリビングバイブル訳
やく

にはこのように記
しる

されております。 

「（ 9
きゅう

 節
せつ

）‥‥あなたのすべきことは、弱
よわ

い者
もの

を虐
しいた

げることをやめ、偽
いつわ

りの告発
こくはつ

をしたり悪質
あくしつ

なうわさを流
なが

したりするのをやめることです。 （10
じっ

節
せつ

）飢
う

えた者
もの

に食
た

べさせ、困
こま

っている者
もの

を助
たす

けなさい。そうすれば、あなたの光
ひかり

は暗闇
くらやみ

の中
なか

から輝
かがや

き渡
わた

り、あなたを取
と

り囲
かこ

む暗闇
くらやみ

は真
ま

昼
ひる

のよ

うに明
あか

るくなります。 （ 1 1
じゅういち

 節
せつ

）主
しゅ

は片時
かたとき

も休
やす

むことなくあなたを導
みちび

き、ありとあらゆるすば

らしいもので満足
まんぞく

させ、いつも元気
げ ん き

で満
み

たしてくださいます。あなたは、よくうるおった庭園
ていえん

のよ

うになり、豊
ゆた

かに水
みず

がわく泉
いずみ

のようになります。」 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：バランスを見
み

いだすための時
とき

 

「『わたしが好
この

むのは、あわれみであって、いけにえではない』とはどういう意味
い み

か知
し

っていた

なら、あなたがたは罪
つみ

のない者
もの

をとがめなかったであろう。人
ひと

の子
こ

は安息
あんそく

日
にち

の主
しゅ

である」（マタイ

による福音
ふくいん

書
しょ

 1
じゅう

2
に

： 7
なな

－ 8
はち

）。安息
あんそく

日
にち

はイエス様
さま

の日
ひ

です。安息
あんそく

日
にち

にしてはいけないルールを厳格
げんかく

に守
まも

ることが安息
あんそく

日
にち

に最大
さいだい

の目
もく

的
てき

ではありません。もしそうであるなら、安息
あんそく

日
にち

の過
す

ごし方
かた

は一日
いちにち

中
じゅう

寝
ね

ていることが大正解
だいせいかい

となるからです。 

イエス様
さま

は当
とう

時
じ

のユダヤ人
じん

の安息
あんそく

日
にち

の過
す

ごし方
かた

は間
ま

違
ちが

っていることを※１大胆
だいたん

に指
し

摘
てき

しました。

律法
りっぽう

学者
がくしゃ

たちは、自
じ

分
ぶん

を※２義
ぎ

とするための安息
あんそく

日
にち

になっていたのです。ですから、イエス様
さま

が安息
あんそく

日
にち

にわざわざ病
びょう

人
にん

を癒
いや

したことで、苦
くる

しんで病
びょう

人
にん

が癒
いや

されたことよりも安息
あんそく

日
にち

の過
す

ごし方
かた

のルー

ルが破
やぶ

られることが彼
かれ

らにとっては絶対
ぜったい

に見
み

過
す

ごすことのできない問題
もんだい

として、イエス様
さま

の日
ひ

にイ

エス様
さま

を殺
ころ

してしまおうと考
かんが

えたのです。とても恐
おそ

ろしい安息
あんそく

日
にち

の過
す

ごし方
かた

です。安息
あんそく

日
にち

に人
ひと

を

殺
ころ

すことを考
かんが

えたのです。これも安息
あんそく

日
にち

に罪
つみ

を犯
おか

していることになるのではないでしょうか？ 

ですから、安息
あんそく

日
にち

に人
ひと

を※３批
ひ

判
はん

しているばかりのクリスチャンはどうでしょうか？ 安息
あんそく

日
にち

に

教
きょう

会
かい

に来
き

て、人
ひと

を見
み

て、自
じ

分
ぶん

と比
くら

べて、「あの人
ひと

はダメだ！！」と文
もん

句
く

ばかり言って、※４裁
さば

き合
あ

う

のが安息
あんそく

日
にち

の過
す

ごし方
かた

ではないはずです。安息
あんそく

日
にち

は、キリストの愛
あい

の深
ふか

さを学
まな

び、自
じ

分
ぶん

の中
なか

に罪
つみ

を

見
みい

出
だ

して悔
く

い改
あらた

め、キリストに従
したが

って行
い

く決心
けっしん

する。そして、キリストの愛
あい

を実践
じっせん

していく（キ

リストが人
ひと

を愛
あい

するように自
じ

分
ぶん

も隣
りん

人
じん

を愛
あい

する）日
ひ

ということではないでしょうか。 

 



※１
いち

 大胆
だいたん

に指
し

摘
てき

しました：ハッキリと示
しめ

しました 

※２
に

 義
ぎ

：正
ただ

しい人
ひと

 

※３
さん

 批
ひ

判
はん

：良
よ

い所
ところ

、悪
わる

い所
ところ

をハッキリと言う 

※４
よん

 裁
さば

き合
あ

う：お互
たが

いに良
よ

い所
ところ

、悪
わる

い所
ところ

をハッキリと示
しめ

し合
あ

う 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：交
まじ

わりのための時
とき

 

「ある安息
あんそく

日
にち

に、わたしたちは町
まち

の門
もん

を出
で

て、祈
いの

り場
ば

があると思
おも

って、川
かわ

のほとりに行
い

った。そ

して、そこにすわり、集
あつ

まってきた婦
ふ

人
じん

たちに話
はなし

をした。ところが、テアテラ市
し

の 紫
むらさき

布
ぬの

の商
しょう

人
にん

で、神
かみ

を敬
うやま

うルデヤという婦
ふ

人
じん

が聞
き

いていた。主
しゅ

は彼
かの

女
じょ

の心
こころ

を開
ひら

いて、パウロの語
かた

ることに耳
みみ

を

傾
かたむ

けさせた。」（使徒
し と

行
ぎょう

伝
でん

 1
じゅう

6
ろく

： 1
じゅう

3
さん

、 1
じゅう

4
よん

） 

使徒
し と

パウロは安息
あんそく

日
にち

には会堂
かいどう

やユダヤ教
きょう

の人
ひと

々
びと

が集
あつ

まる場
ば

所
しょ

に出
で

かけて行
い

って、そこでイエス

様
さま

が救
すく

い主
ぬし

であるというお話
はなし

をしました。そうして、ユダヤ人
じん

や異
い

邦
ほう

人
じん

たちがキリストを受
う

け入
い

れる場
ば

所
しょ

となったのです。 

毎
まい

週
しゅう

安息
あんそく

日
にち

に教
きょう

会
かい

に集
あつ

まることによって、そこで聖
せい

書
しょ

のみ言
こと

葉
ば

を共
とも

に学
まな

び、証
あかし

を聴
き

いて、教
きょう

会
かい

の周
まわ

りの人
ひと

々
びと

への宣
せん

教
きょう

や奉
ほう

仕
し

活動
かつどう

を行
おこな

ったりすることができます。安息
あんそく

日
にち

の教
きょう

会
かい

は交
まじ

わりに

よって教育
きょういく

的
てき

な体験
たいけん

の場
ば

所
しょ

となりうるのです。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

「ユダヤ人
じん

が神
かみ

から離
はな

れ、信仰
しんこう

によってキリストの義
ぎ

を自
じ

分
ぶん

の義
ぎ

としなかった時
とき

、安息
あんそく

日
にち

は彼
かれ

ら

にとって、その※５意義
い ぎ

が失
うしな

われた。サタンは自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を高
たか

め、人
ひと

々
びと

をキリストからひき離
はな

そうと

※６つとめていた。そして彼
かれ

（サタン）は、安息
あんそく

日
にち

がキリストの力
ちから

のしるしなので、※７これをゆが

めるために働
はたら

いた。ユダヤ人
じん

の指
し

導
どう

者
しゃ

たちは、神
かみ

の休
やす

みの日
ひ

を※８やっかいな規
き

則
そく

づくめにするこ

とによって、サタンの※９意図
い と

を達成
たっせい

した。キリストの時
じ

代
だい

に、安息
あんそく

日
にち

はまったく※10 ゆがめられて

いたので、安息
あんそく

日
にち

を守
まも

ることは、愛
あい

に富
と

まれる天
てん

父
ぷ

のご品性
ひんせい

よりは※11 むしろ利己
り こ

的
てき

でわがままな

人間
にんげん

の品性
ひんせい

を※12反映
はんえい

していた。ラビたちは、神
かみ

が、人
ひと

の守
まも

ることのできない律法
りっぽう

をお与
あた

えになって

いると※13事
じ

実
じつ

上
じょう

言
い

っているのも同然
どうぜん

だった。彼
かれ

らは、人
ひと

々
びと

に、神
かみ

を※14暴君
ぼうくん

としてみさせ、神
かみ

のご

要
よう

求
きゅう

通
どお

りに安息
あんそく

日
にち

を守
まも

る時
とき

に、人
ひと

は※15無
む

情
じょう

になり残酷
ざんこく

になると考
かんが

えさせた。※16 このような誤
あやま

った観念
かんねん

をとり去
さ

ることがキリストの働
はたら

きであった。※17ラビたちは※18冷酷
れいこく

な敵
てき

意
い

をいだいてキリ

ストについてまわったが、キリストは※19彼
かれ

らの規
き

則
そく

に一
いっ

致
ち

しようとする様
よう

子
す

さえお見
み

せにならな

いで、神
かみ

の律法
りっぽう

に従
したが

って安息
あんそく

日
にち

を守
まも

りながらまっすぐ進
すす

まれた。」 

（E・G・ホワイト著
ちょ

 『各
かく

時
じ

代
だい

の希
き

望
ぼう

』第
だい

 2
にじゅう

9
きゅう

 章
しょう

「安息
あんそく

日
にち

」ｐ364（さんびゃくろくじゅうよん）） 

※５
ご

その意義
い ぎ

：安息
あんそく

日
にち

の意味
い み

 

※６
ろく

つとめて：力
ちから

を尽
つ

くして 



※７
なな

これをゆがめる：キリストの力
ちから

のしるしを正
ただ

しくないようにする 

※８
はち

やっかいな規
き

則
そく

づくめに：面倒
めんどう

な規
き

則
そく

だらけに 

※９
きゅう

意図
い と

を達成
たっせい

した：目
もく

的
てき

をやり遂
と

げた 

※1 0
じゅう

ゆがめられて：正
ただ

しくないものとして 

※ 1
じゅう

1
いち

むしろ利己
り こ

的
てき

で：どちらかと言
い

えば、自
じ

分
ぶん

のことしか考
かんが

えない 

※ 1
じゅう

2
に

 反映
はんえい

して：表
あらわ

して 

※ 1
じゅう

3
さん

 事
じ

実
じつ

上
じょう

言
い

っているのも同然
どうぜん

だった：言
い

っているのと同
おな

じだった 

※ 1
じゅう

4
よん

 暴君
ぼうくん

：人
ひと

々
びと

を苦
くる

しめる気
き

ままな王
おう

様
さま

 

※ 1
じゅう

5
ご

 無
む

情
じょう

になり残酷
ざんこく

になる：思
おも

いやりがなく、人
ひと

や動物
どうぶつ

に苦
くる

しみを与
あた

えても平
へい

気
き

でいられる 

※ 1
じゅう

6
ろく

 このような誤
あやま

った観念
かんねん

：（人
ひと

は無
む

情
じょう

になり残酷
ざんこく

になるという）間
ま

違
ちが

った考
かんが

え 

※ 1
じゅう

7
なな

 ラビたち：ユダヤ教
きょう

の指
し

導
どう

者
しゃ

たち 

※ 1
じゅう

8
はち

 冷酷
れいこく

な敵
てき

意
い

をいだいて：相
あい

手
て

を敵
てき

として憎
にく

む冷
つめ

たい心
こころ

で 

※ 1
じゅう

9
く

 彼
かれ

らの規
き

則
そく

に一
いっ

致
ち

：ラビたちが決
き

めた決
き

まりに従
したが

って一
ひと

つに 

 

【質
しつ

 問
もん

】 

1
いち

．安息
あんそく

日
にち

にイエス様
さま

とどのような会
かい

話
わ

、質
しつ

問
もん

、交
まじ

わり、おもてなしをしようと考
かんが

えていますか？

２
に

．今
いま

までの人生
じんせい

の中
なか

で最
さい

高
こう

の安息
あんそく

日
にち

はどのような感
かん

じだったでしょうか？ どうしてそう感
かん

じた

のでしょうか？ 

３
さん

．「安息
あんそく

日
にち

を聖
せい

とせよ」とはどういう意味
い み

だと思
おも

いますか？ 


